
第１回吃音交流会開催報告 

＜日時＞：２０１６年７月２３日（土）ＰＭ１：３０～４：３０ 

＜場所＞：千葉市中央コミュニティセンター ５Ｆ講習会室 

＜参加者＞： 

・吃音者本人（中学生～二十歳代の若者） １３人 

・保護者他 ９人 

・スタッフ（言語聴覚士・言友会会員・その他）：１６人 

＜内容＞ 

１ 吃音のある若者の体験談 

浜田星也さんから、吃音を持ちながら歩んできたこれまでの経験について、20代の

視点から発表していただきました。親友との出会い、進路の選択と吃音によって生じ

た困難、その後の吃音に向き合う決心をして情報を調べて「吃音」という言葉を初め

て知ったこと、言語聴覚士の言語訓練を受けて吃音が改善して前向きになったこと、

自身も言語聴覚士を志した経緯などのお話がありました。 

会場からは、吃音があるとどんなアルバイトをするか迷うことがあるので、経験したア

ルバイトは何か、などの質問がありました。 

 

２ 吃音の本人同士、保護者同士での話し合い 

＊ 本人グループ   

２つのグループに分けて話し合いを行いました。高校卒業以上の年代と高校生以下

の年代でそれぞれ交流を図りました。皆さん初対面で多少の緊張はありましたが、終

わる頃には始まる前よりも穏やかな雰囲気が流れていたように感じます。 

  

［高校卒業以上のグループ］ 

吃音を持つ社会人、大学生、言語聴覚士を目指している学生の方々がメンバーでし

た。会社で電話対応をしなければならない、上司先輩へ吃音を理解してもらう工夫は

なにをしているか等が話題になり共感できる内容が多くありました。なにか一つの解

決策を提示するというより、みんなで一緒に対応や解決に向けて考えていくような話

し合いの場となり、吃音で悩みを持つ者同士交流を図ることができる良い機会となっ

たのではないでしょうか。 

[高校生以下のグループ] 

まず体験談を語った浜田さんを囲み、今困っていることなどを語り合いました。スタッ

フや言語聴覚士を目指す学生の参加を合わせると 11人であり、皆さんまだ緊張が解

けないといった様子であったため、更に 2 グループに分かれて語り合いを続けました。

中学生 3名＋ST、中学生以外 2名＋ST と分かれ、年齢ごとに抱いている困り感を

共有していました。お菓子を食べ、ジュースを飲みながら和やかな雰囲気の中で仲間

との時間を過ごせたのではないかと思います。 

  

 

 



＊ 保護者グループ  

保護者とスタッフで一つの円となりお話をしました。お子さんだけでなくお孫さんと参加

された方や、遠くからご両親が来られた方もいらっしゃいました。保護者の思いはそれ

ぞれ違いましたが、本人たちのグループとは部屋が分かれていたこともあり、保護者

の率直な意見や思いを聞くことができたように感じます。 

言友会会員である保護者と成人の臨床経験が豊富な言語聴覚士が進行を担当し、

質問に応じたりコメント等も行い、話題が深まるようなグループワークでもありました。 

 

３ 清水裕治さんによるミニライブ(ヴォーカルトレーナー/シンガーソングライター。自

称：どもり系アーティスト） 

清水さんのギターに合わせて、月９「ラブストーリー」のテーマ曲『五百マイル』でスタ

ート。大学 4年生でライブハウス等での活動もしており、「若い人に伝えたい！吃音に

向き合わなくても人生に向き合おう！」というメッセージを発信。最後に全員で「上を向

いて歩こう」を歌いました。初対面の参加者から自然に手拍子が聞こえてきて、同じ空

間を共有しているという出会いの風を感じた時間でした。 

 

４ コーナーに、吃音関連の書籍、DVD、チラシ等を紹介し、情報提供を行いました 

 


